
                                                                                                        
  
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

「 丹 念 に 教 材 研 究 を し て 授 業 づ く り を し て い る

の が 分 か り ，勉 強 に な っ た 。」「 同 じ 学 年 の 生 き 生 き

と し た 子 ど も の 姿 に 刺 激 を 受 け た 。」 今 年 度 ， 東 ・

博 多 ・ 南 区 を 対 象 に ， 14 の 教 科 等 で 実 施 し た 中 の

感 想 か ら で す 。ど の 授 業 者 も 主 体 的・対 話 的 で 深 い

学 び を 具 現 化 す る た め の 授 業 改 善 を 意 識 し ，学 習 活

動 等 を 工 夫 さ れ て い ま し た 。協 議 会 で も 活 発 に 論 議

が 交 わ さ れ ， 実 り の 秋 を 実 感 で き た 1 日 で し た。  

カリキュラム・マネジメント 理 科  

人 権 教 育  音 楽 科  

特 別 支 援 教 育  図 画 工 作 ， 美 術 科  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育  家 庭 ， 技 術 ・ 家 庭 科  

国 語 科  体 育 ， 保 健 体 育 科  

社 会 科  道 徳 科  

算 数 ， 数 学 科  外 国 語 活 動 ， 外 国 語 科  

 

研究発表会  

 令和 2 年 2 月 26 日（水） 

9 月 25 日を皮切りに，今年度の A 事業授業公開が

始まっています。本日までに 18 校が授業公開を行

い，たくさんの先生方が参加されています。  

9 月 27 日，原中央中学校の A 事業授業公開では，

道徳の授業が行われました。協議会では，生徒の「よ

りよ い生 き方 を追 求 する 力」 の育 成に 向 けて ，「考

え議論する道徳」の授業展開の工夫についての意見

交流が活発に行われました。  

11 月末に向けて，まだまだたくさんの学校が授業

公開をされます。先生方，奮って御参加ください。  

 2019 年のノーベル化学賞の受賞者に「リチウムイオン電池」の開発者，吉野  

彰氏が選ばれました。吉野氏は，会見で，科学の道に進むきっかけについて次  

のように語っていらっしゃいました。  

「担任の先生から薦められた，英科学者ファラデーの著書『ロウソクの科学』  

との出会いでした。」  

仕組みは分からずとも，環境や状況の違いに気付き，「何故？」「どうして？」と疑問をもつ

ことを大切にして，その疑問をどうやって解決させていくか手法を考えさせたり実践させたり

するのは，我々大人（教員）の責務だと強く感じております。理科という教科の中だけでなく，

どうしたら謎が解けるのか，解決するための力を身に付けさせていかなくてはなりません。  

 現在，グローバル化や人工知能の飛躍的な進化など社会が急速に進展しているわけですが，

今後どんな世の中になっていくのか分からない時代を生き抜く子どもたちには，直面する課題

に対し，根気強く，たくましく，学んだ知識・技能を活用し，自ら考え解決する力，納得解を

得る力を身に付けさせていくことが必要となってきています。そして，こうした子どもを育て

る意欲あふれる教員の育成に貢献することが，教育センターの務めだと捉えております。  

 本センター研修・研究課の事業の一つに，子どもの研究作品のコンクールや科学教室を開催

する「科学わくわくプラン」があります。指導をしていただいた先生方や審査等に携わってい

ただいた先生方など，様々な先生方に御協力いただき，ありがとうございました。  

 今後も，科学に関する事業の開催及び教員の育成，それだけでなく，自己の資質・能力の向

上のために学び続ける教員に対する支援を行ってまいります。御理解・御協力のほどよろしく

お願いします。『ロウソクの科学』になることができる教育センターを目指して。  

各 研 究 会 と 連 携 し ， 新 学 習 指 導 要 領 の 趣 旨 を 踏 ま

え た 授 業 改 善 や 本 市 の 教 育 課 題 解 決 に つ い て ， 授 業

提 案 ， 講 話 ， 協 議 等 を 行 い ま し た 。 協 議 会 で は ， 協

議 の 柱 か ら 活 発 な 質 疑 が 行 わ れ て い ま し た 。 そ れ だ

け で な く ，経 験 豊 か な 先 生 が 若 手 の 先 生 に 授業づく

り に つ い て 具 体 的 に ア ド バ イ ス す る な ど 授 業 改 善

を 協 議 す る 場 面 が 髄 所 に 見 ら れ ， 実 践 意 欲 が 向 上 す

る 研 修 会 に な り ま し た 。  

教育センター所長   梶原  由紀子
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授業力向上支援センターでは，児童生徒への指導に役立つ本をそろえています。日々の

授業実践，生徒指導，学級経営に是非御活用ください。  

 
 

教 育 セ ン タ ー 本 館 改 修 工 事 に 伴 う 授 業 力 向 上 支 援 セ ン タ ー の 運 用 に つ い て  
 
令 和 元 年 ９ 月 11 日 ～ 工 事 終 了  →  新 館 ２ 階  研 修 室 （ １ ） に て 開 室  
※  開 室 時 間 は こ れ ま で と 同 様 に １ ３ ： ０ ０ ～ １ ８ ： ３ ０ で す 。  
※  新 刊 図 書 及 び 教 育 雑 誌 の 貸 出 の み と な り ま す 。  
※  e 本 メ ー ル サ ー ビ ス は 実 施 い た し ま せ ん 。 (支 援 セ ン タ ー 使 用 不 可 の た め )    

 

 

第 2 次福岡市教育振興基本計画の

実現や，来年度からの新学習指導要

領の順次全面実施に向けた各教科等

における「深い学び」とは何かを探

るために，本センターでは， 14 研究

室で研究を進めています。本年度は

新たに「プログラミング教育研究室」

を設置し，プログラミング活動の授

業への位置付けや，プログラミング

的思考を図るための学習の在り方に

ついても，実証授業を通して明らか

にしようと取り組んでいます。  

研究発表会は，センターの改修工

事に伴い，例年よりも遅い時期に開

催します。多くの御参会をお願いし

ます。  

日
々
の
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業
を
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